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3(昭和55年撮影)



91・NVπd里国即料



り
'

1慧
0「■ イ|

。　
・革

Tが
ヽ

没

i臨

鸞野■|どと纂
=筆
彎 、

と■il静■,1響監墨」

・…，
，
イ

貿
づ
一デ
埼
■

ｒ
一一亀
一■
ｒ

|むヽ

金 堂 基 壇 仝 景

(東南上方から)



旧金堂基壇全景

' 去tギ

ｇ
】

一一
「

ガ
=1峯

書

:をZttE'“||ヨを墨縄麓
談却 二諄

勢ゞ
=.=||

ミ ,

予

エ

IT・ゥ

1 東南上方から 2 西北から



PL.5ヽ 1

‐・  ン   ‐  l i、 ¬

洋軸||
1 lⅢはII

響

→ザ





創呼 登 1直覆 姿 れ 珀 騨 違 ■

貯ド壁

一仕華

酔

‐ｉヽこ空遠鯉
i.兌● =

ざ

‐
~

鶴
|

十1´
｀

還材:H

「

一― 再生i ri,ュ _!

|【下二子手



金堂現基壇向拝礎石実測図
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西面階段

南画西階段

東面階段

北面階段
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1.南面階段 (東 )

2,同  上 (中央 )
南から

3.同  上 (西 )
南から
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金 堂 基 堰羽]目 石 (1-8の 番号は対向頁の図中の番号に対応する)
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西僧房

1,第 1房 (後室)
東か ら

2.同  上 (後室 )
東 か ら

3.同  上 (前室 )
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第4房 (仝景)南から
同 上 (後室・付属屋)南から





第5房 (仝景)南 から
同 上 (後室・イ寸属屋)南 から





第6房 (仝景)南から
同 上 (後室・付属屋)南から
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第3～ 5房 (中室)

第5～ 7房 (中室)
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西僧房
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1.間仕切 り(第 4。 5房間)南から
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1.間仕切 り(第5房入口)東から
2.同  上 (第7房入口)東から
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4.同  上 (第7房 中。後室間)東から
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西僧房

I 桂間装置 (第 7房 )
Hしから

2 側通 り入側通 り扉 口
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西僧房付属屋床面詳細 (第 5房南端)
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1.付属屋 (第 3・ 4房)北 から
2.同  上 (第4房 )北から
3.同  上 (第 6。 7房 )北 から
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東南僧房

1,東 南僧房  北から
2.同  上  東から

3 同 上  西から
4.同 上南端  南から
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西南入隅部  南から
西北入隅部  東から



圧郡



PL.43

1 東北隅 東から

2.同  上  北から

ドil k゙■勢ミ

itゞ

工!
;予:!
rf―

3 東 南 隅  封しから



鐘楼・西僧房間土層図

西仲
'冴

市雨ギた|‖   〒
フЧ付げ米i隆

~

餌
楼
基
壇
横
土

略

却

］

対応図面PLAN.



1.基壇  南から

2 同上  西から
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1.回廊東南隅

2.同  上
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3.南面回廊
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番号 出土地点 記 載 内 容

「事」「風」「楽」「非」 (外面 )

「罪」「證」「東」「羅」「如」(内面 )
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―-4

6

17

14～ 16
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１

８

１

1019
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金属器・石製品

25

30



∩
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悧
職
桁
脳
風
吟
∞

け
悧
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脚
脚
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19                20                21               22

10

24              25



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

菩 薩

如 来

〃

〃

′′

′′

菩  薩

〃

′′

′′

′′

20

154

152

124

1809

150

38

82

84

89

80

頭部右半

裾

右肩にかかる衣

左足裏

左膝部

上背面

宝 善

左 胸

左胸飾

腕 釧

左 胸

整理番号は、『薬師寺西塔跡出土塑像断片』 (奈良国立博物館・奈良国立文化

財研究所)中の番号を示す。



如来形・菩薩形

菩薩形

10 11



番 号

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

善 薩 形

比 LI 形

武 装

準理番号

90

102

108

151

166

332

275

1 0

176

17

1

167

157

803

801

向11専 (B宛 9‖ lNl)

オf手 (腕釧付 )

左_Li‖専(∵▼釧1付 )

をf腰言h

右裾

杵|

腰と左腕

頭部左 li半

イ「肩前

:れ irb。 国油
:

ガ〔言h・ /j:1則 lhi

前‖中の袖

白11年の袖

liギ子嗣
`

イf打句

整lll番号は、『薬師寺西塔跡出JiWl像円i片』 (奈良
「
I立博物館・

奈良区1立文化財研究所)中の番号を示す。



16 22

武装彫

23 25 26



番 号

27

28

29

30

31

32

33

34

‐35

36

37

33

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48.

49

武装1形

″

″
―

〃

″

,

〃

〃

〃

〃

″

〃

″

,′

′′

〃

俗 形

"

′
'

″

″

″

″

沓

甲部分上半

甲締紐の結目

口と左頼

右腰前

立形・左盛

左襟

鰭袖

頭部右半

髪

髪裏面

獣帽と左1耳

獣帽と右耳

繰の■Ha

右腕 ■鰭衣

巻髪の誓

二重瞼 (男子)

杏仁形の限 (男子)

右日・鼻翼・昏 (男子 )

左半を残す面部 (男子 )

顔中央を残す面部 (男子

'
右頼・鼻翼・唇を残す面部(男子 )

唇と顎 (男子)

整理番号

●25

820

147

14

811

809

813

202

7

52

74

19

22

169

109

3‐ 7

4-

6

0

13

12

16

15

整理番号は、「薬師寺西塔lth出―土塑像1断片』 (奈良国立博物館・奈良国立文化財
研究所)申の番号を示す。



塑像

武装形

PL.125

天部形 (含魔類 )

俗形 (男子 )

37

42

43 48



50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

撲頭 (男子 )

頭部正面(童子 )

頭巾正面

面部左半(童子 )

頭部正面(童子 )

イ由

肩 (婦女 )

衣垂下部

頭巾正面(婦女 )

右脚

垂下右袖

129

3

127

11・ 21

5

263

164

161

127

217

168

整理番号は、『薬師寺西塔跡出土型像断片』 (奈良国立博物館・奈良国立文化財

研究所)中の番号を示す。



PL。 126

5352

衣・袖・膊

58



61

62

63

64

65

66

67

68

69

左手先

左手先

左手先

左手先

合掌手

左袖口上面

雲須弥山

孝旨

右腰前

94

99

92

103

101

107

1811

116

811

整理番号は、『薬師寺西塔跡出土塑像断片』 (奈良国立博物館・

奈良国立文化財研究所)中の番号を示す。



PL。 127

衣・袖・手

５

畿

６

Ｖ

載

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

70



脱活乾漆像 PL.

15

1)1～ 11(1:2), 12～ 16

16 14



金銅如来形立像

5

1 前から 2.左 側面 3 右側面 4

4

5 法隆寺献納金銅仏154号像光背支柱


